
11、12、1月は各種共済制度の加入増強月間です。 
各支部、部会で会員による加入推進組織を設け、事務局と
連携して取り組みます。皆さまのご協力をお願いします。 

『貯蓄共済』『福祉共済』加入増強月間 

　
八
月
二
十
日
〜
九
月
十
四
日
ま

で
の
二
十
日
間
、
東
京
・
東
大
和

市
の
中
小
企
業
大
学
校
で
開
催
さ

れ
た
「
財
務
・
税
務
入
門
」
を
受

講
し
ま
し
た
。
研
修
に
は
関
東
地

区
を
中
心
に
全
国
の
商
工
会
・
商

工
会
議
所
か
ら
、
経
営
指
導
員
や

候
補
者
六
十
七
名
が
集
ま
り
、
受

講
生
の
多
く
が
大
学
校
に
併
設
さ

れ
た
寮
で
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
内
容
は
、
前
半
は
所
得

税
や
消
費
税
の
仕
組
み
と
い
っ
た

税
務
に
関
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
、

後
半
は
企
業
の
財
務
分
析
や
経
営

管
理
の
進
め
方
に
つ
い
て
基
礎
的

な
学
習
を
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
グ

ル
ー
プ
単
位
で
課
題
を
解
決
し
た

り
、
議
論
を
重
ね
る
学
習
が
多
く

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
を
き
っ
か

け
に
他
の
商
工
会
や
会
議
所
方
々

と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
講

義
の
内
容
以
外
に
も
商
工
会
の
運

営
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
多

く
の
情
報
交
換
行
い
、
新
し
い
刺

激
を
貰
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
四
週
間
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
　
（
戸
田
支
所
　
加
藤
　
直
人
） 

 

 

本商工会で商標登録取得 
 

TOPIX
〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

11月の行事予定 

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

11月15日 新規職員採用試験 
原支所 
10月28日 第４回ふるさと産業祭 
11月10日・11日   
　　　　原地区コミュニティ文化祭 
戸田支所 
11月  4日 戸田さんさんまつり 
 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

見学者見学者に帯笑園庭内帯笑園庭内を案内を案内する 植松氏植松氏（右端右端） 見学者に帯笑園庭内を案内する 植松氏（右端） 

植
松
家
十
三
世 

　
　
　
　
植
松
靖
博 

　
六
月
に
帯
笑
園
が
国
の
文
化
財

登
録
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
帯

笑
園
を
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

帯
笑
園
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介

致
し
ま
す
。
　
 

　
植
松
家
は
江
戸
時
代
の
初
め
天

承
十
二
年
（
一
五
八
二
年
）
に
原

に
居
を
定
め
ま
し
た
。
代
々
開
墾

植
林
に
つ
と
め
、
花
卉
類
に
興
味

を
持
ち
蒐
集
に
努
め
ま
し
た
。
 

　
江
戸
中
期
、
六
世
蘭
渓
の
代
に

は
文
芸
交
流
の
場
と
し
て
、
大
名

諸
侯
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
園

内
に
は
盆
栽
、
桜
草
、
松
葉
蘭
な

ど
が
栽
培
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
江

戸
参
府
紀
行
」
に
も
記
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

　
現
在
の
広
さ
は
往
時
の
半
分
以

下
に
な
り
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
の

碑
や
蓮
鉢
、
臨
春
亭
な
ど
と
共
に

芳
名
録
そ
し
て
園
の
記
録
や
日
誌

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
資
料
な
ど
を
こ
の
場

所
で
残
し
た
い
と
案
じ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
五
年
に
植

松
善
夫
先
生
、
前
市
会
議
員
の
大

場
豊
重
さ
ん
な
ど
が
帯
笑
園
保
存

会
を
立
ち
上
げ
、
保
存
運
動
を
展

開
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
二
十
一
年
に
は
沼
津

市
が
帯
笑
園
を
維
持
保
存
し
て
く

だ
さ
る
事
に
な
り
、
現
在
移
行
の

た
め
の
諸
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
、
二
年
後
に
は
公

開
と
な
る
予
定
で
す
。
 

　
登
録
記
念
物
へ
の
指
定
は
庭
園

に
関
す
る
記
録
や
資
料
及
び
庭
園

の
付
属
物
が
そ
ろ
っ
て
残
っ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
ま

た
園
芸
史
の
上
で
も
貴
重
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
た
び
の
文
化
財
登

録
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
の

財
産
と
し
て
、
末
永
く
大
切
に
し

て
戴
き
、
又
資
料
等
が
お
役
に
立

て
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
 

帯
笑
園
に
つ
い
て 
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機
構
研
修
を
終
え
て
 

　
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で
、
商

工
会
は
「
組
織
財
政
基
盤
強
化
推

進
月
間
」
と
し
て
、
会
員
の
経
営

安
定
と
商
工
会
の
基
盤
強
化
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
①
会
員
・
組
織
の
増
強
、
②
経

営
支
援
の
強
化
、
③
会
員
福
利
厚

生
（
各
種
共
済
、
労
保
）
の
充
実
、

④
商
工
会
の
自
己
財
源
比
率
の
向

上
、
の
四
つ
強
化
策
を
推
進
し
ま

す
。
 

　
期
間
中
、
役
職
員
が
事
業
所
に

伺
う
予
定
で
す
。
経
営
等
で
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

「
基
盤
強
化
推
進
月
間
」
 

　
　
　
　
　
取
組
中
で
す
 

　
先
月
、
原
支
所
青
年
部
が
、
地

元
の
お
祭
り
で
行
う
射
的
屋
台
の

景
品
の
公
募
を
し
た
と
こ
ろ
、
左

記
の
皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
 

　
　
　
原
町
中
三
丁
目
店
三
河
屋
 

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
こ
の
店
 

・
松
新
 

・
ポ
ン
菓
子
ポ
ン
吉
 

原
支
所
青
年
部
よ
り
 

お
も
ち
ゃ
の
提
供
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
 

医療保障が必要だから→貯蓄共済を更新（健康状態に関係なく更新可能） 

貯蓄共済の医療保障特約が中途加入できます。 

何故？→医療共済は貯蓄共済の加入者のみが継続できます 
①入院給付金や無事故給付金を受け取っている方（もうすぐ受取れる方）は医療の保障を継続する傾向が高いです 
②年齢が上がるにつれ、体況にも変化が起きやすいので医療を継続する傾向が高いです 

医療の既契約があることにより、貯共の満期更新がしやすくなります。 

▼ 

リビング・ニーズ特約 リビング・ニーズ特約 リビング・ニーズ特約 
生きているうちに保険金を受け取ることができます！ 

被共済者の余命が6ヶ月以内と判断された場合、被共済者が 
生きているうちに保険金を受け取ることができます。 

 

. . . .

貯蓄共済（10年満期） 

▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） 

医療（10年満期） 医療（10年満期） 医療（最長90歳まで） 

貯蓄共済（10年満期） 貯蓄共済（10年満期） 更新 

自動 
  更新 

自動 
  更新 

更新 

満期 満期 

医療を中途加入 ▲ 



戸
田
支
所
だ
よ
り
 

名
所
・
史
跡
案
内
 

井
田
・
松
江
古
墳
の
ロ
マ
ン
 

戸
田
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橘
は
ミ
カ
ン
科
の
木
で
、
古
く

は
古
事
記
、
万
葉
集
な
ど
に
記
さ

れ
て
い
る
日
本
固
有
の
ミ
カ
ン
で

す
。
な
か
で
も
、
戸
田
地
区
は
橘

の
自
生
地
と
し
て
日
本
の
北
限
で

最
大
級
の
集
団
、
遺
伝
的
に
も
特

徴
の
あ
る
貴
重
な
存
在
と
し
て
専

門
家
の
間
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
果
実
は
ミ
カ
ン
を
小
さ
く

し
た
形
で
、
一
般
に
出
回
っ
て
い

る
温
州
ミ
カ
ン
（
青
島
ミ
カ
ン
・

寿
太
郎
ミ
カ
ン
）
の
約
十
分
の
一
、

中
味
は
種
が
多
く
酸
味
が
強
く
て

生
食
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
木
と
葉

は
同
じ
く
温
州
ミ
カ
ン
を
小
さ
く

し
た
姿
で
す
が
、
年
数
を
重
ね
る

と
五
ｍ
以
上
に
な
る
木
も
あ
り
ま

す
。
 

　
収
穫
期
は
十
一
月
〜
十
二
月
頃

で
、
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
の
中
間
色

の
小
さ
な
可
愛
い
実
を
つ
け
ま
す
。
 

　
成
分
で
す
が
、
発
ガ
ン
抑
制
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
ノ
ビ
レ
チ

ン
」
を
ど
の
ミ
カ
ン
科
の
果
実
よ

り
も
多
く
含
み
、
香
り
も
強
く
、

近
年
そ
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
ひ
な
祭
り
の
飾
り
に
「
 

右
近
の
橘
」
が
あ
る
よ
う
に
昔
か

ら
神
事
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
事

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
戸
田
地
区
で
は
「
沼

津
市
戸
田
中
核
農
業
者
協
議
会
」

を
中
心
と
し
て
普
及
に
向
け
た
取

組
み
を
し
て
お
り
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
特
産
品
と
し
て
食
料
品

か
ら
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
ま
で
に

そ
の
活
用
の
可
能
性
を
広
げ
、
橘

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
「
不
老
長
寿
の
橘
」
「
 

不
老
長
寿
の
里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
全
国
に
橘
の
名
を
発
信

し
、
活
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
 

　
十
月
一
日
、
原
支
所
合
同
役
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
の

役
員
改
選
後
の
新
体
制
に
よ
る
は

じ
め
て
の
開
催
と
な
る
た
め
、
事

務
局
か
ら
、
商
工
会
が
取
組
ん
で

い
る
事
業
の
概
況
や
本
会
組
織
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
特
に
、
合
併
後
五
年
の
本
年
度

は
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

て
運
営
の
効
率
化
と
事
業
効
果
を

高
め
、
成
果
が
実
感
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

新
執
行
体
制
の
も
と
、
部
会
、
支

部
等
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
こ

と
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
会
員
の
経
営
安
定
と

会
の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
十

月
か
ら
開
始
す
る
「
組
織
財
政
基

盤
強
化
推
進
月
間
」
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
役
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
月
間
の
一
環
と
し
て
加

入
促
進
に
取
組
む
共
済
制
度
に
つ

い
て
、
県
商
工
会
連
合
会
の
栗
田

会
員
福
利
課
長
を
迎
え
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
栗
田
課
長
は
、
特

に
、
貯
蓄
共
済
・
福
祉
共
済
の
二

つ
の
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本

か
ら
特
徴
、
加
入
実
態
ま
で
わ
か

り
易
く
説
明
し
、
会
員
の
み
加
入

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
制
度
で

あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
議
事
終
了
後
に
は
、
「
お
茶
資

源
活
用
部
会
」
が
取
組
ん
で
い
る

お
茶
の
葉
料
理
の
試
作
品
「
茶
葉

入
り
餃
子
」
の
試
食
も
行
わ
れ
、

今
後
の
取
組
み
に
期
待
が
高
ま
り

ま
し
た
。
 

 

橘の果実 橘の果実 

松江古墳からの景色 松江古墳からの景色 

松江古墳群 松江古墳群 

共済制度の説明 共済制度の説明 

 

タ
チ
バ
ナ（
橘
）っ
て
何 

　
帯
笑
園
の
保
存
を
要
望
す
る
運

動
が
実
り
、
平
成
二
十
一
、
二
十

二
年
度
に
庭
園
の
大
部
分
が
市
の

も
の
と
な
り
、
園
路
な
ど
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
整
備
さ
れ
た
庭
園

で
催
さ
れ
た
桜
草
鑑
賞
会
に
は
大

勢
の
方
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
帯
笑
園
の
本

格
的
な
整
備
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

か
つ
て
あ
っ
た
門
や
望
嶽
亭
な
ど

の
復
元
と
と
も
に
帯
笑
園
の
歴
史

や
文
化
的
意
義
を
伝
え
る
資
料
を

展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
が
望

ま
れ
ま
す
。
円
山
応
挙
の
絵
画
な

ど
重
要
な
文
化
財
は
東
京
国
立
博

物
館
に
寄
贈
さ
れ
散
逸
を
免
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
植
松
本
家

が
お
持
ち
の
貴
重
な
資
料
を
常
設

展
示
で
き
れ
ば
原
地
区
ば
か
り
か

「
沼
津
の
宝
」
と
し
て
多
く
の
方

が
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
今
後
、
帯
笑
園
の
整
備
・
活
用

を
進
め
る
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
賛
同
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
帯
笑
園
は
元
々
私
設
の
庭
園

だ
っ
た
た
め
広
く
知
ら
れ
て
い
た

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
保
存
会
で
は

帯
笑
園
の
歴
史
や
文
化
的
価
値
を

再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
帯
笑

園
連
続
講
座
を
開
催
し
、
十
二
月

に
は
市
立
図
書
館
で
帯
笑
園
と
原

宿
の
資
料
展
示
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
 

　
帯
笑
園
の
顕
彰
と
活
用
を
図
る

保
存
会
へ
の
理
解
が
い
っ
そ
う
広

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
（
帯
笑
園
保
存
会
副
会
長
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
　
敏
夫
） 

す
ん

ご
う
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『
駿
河
湾
越
し
に
霊
峰
富
士
を

眺
め
て
眠
り
た
い
！
』
古
墳
時
代

の
人
達
の
夢
の
史
跡
で
す
。
 

　
海
抜
七
〇
ｍ
の
高
台
に
、
西
伊

豆
最
大
の
古
墳
群
で
あ
る
二
十
三

基
の
横
穴
式
石
室
の
円
墳
が
、
一

四
〇
〇
年
前
の
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

残
っ
て
い
ま
す
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
松
江
古

墳
」
を
覗
く
と
、
新
羅
（
朝
鮮
）

の
金
環
や
丸
玉
、
須
恵
器
、
武
器
、
 

馬
具
な
ど
多
数
の
宝
物
が
出
土
し

て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
 

　
古
墳
を
管
理
す
る
沼
津
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
話
で
は
「
普
通
そ

の
辺
に
あ
る
古
墳
と
チ
ョ
ッ
と
格

が
違
う
」
と
み
て
お
り
、
余
程
豊

か
な
人
達
が
素
晴
ら
し
い
景
観
に

感
動
し
古
墳
を
造
っ
た
も
の
と
、

容
易
に
想
像
で
き
る
、
と
し
て
い

ま
す
。
 

　
戸
田
と
沼
津
の
市
営
図
書
館
に

は
こ
の
古
墳
に
関
す
る
興
味
深
い

資
料
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

戸
田
か
ら
車
で
十
五
分
、
古
墳
の

あ
る
井
田
の
村
里
は
、
ミ
カ
ン
と

民
宿
の
村
で
す
。
晩
秋
、
友
人
・

家
族
と
古
墳
散
策
・
ミ
カ
ン
狩
り

駿
河
湾
の
磯
料
理
な
ど
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
「
井
田
む
ら
お
こ
し
委
員
会
」
 

〇
五
五
八
　
九
四
　
二
六
九
二
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橘
は
ミ
カ
ン
科
の
木
で
、
古
く

は
古
事
記
、
万
葉
集
な
ど
に
記
さ

れ
て
い
る
日
本
固
有
の
ミ
カ
ン
で

す
。
な
か
で
も
、
戸
田
地
区
は
橘

の
自
生
地
と
し
て
日
本
の
北
限
で

最
大
級
の
集
団
、
遺
伝
的
に
も
特

徴
の
あ
る
貴
重
な
存
在
と
し
て
専

門
家
の
間
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
果
実
は
ミ
カ
ン
を
小
さ
く

し
た
形
で
、
一
般
に
出
回
っ
て
い

る
温
州
ミ
カ
ン
（
青
島
ミ
カ
ン
・

寿
太
郎
ミ
カ
ン
）
の
約
十
分
の
一
、

中
味
は
種
が
多
く
酸
味
が
強
く
て

生
食
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
木
と
葉

は
同
じ
く
温
州
ミ
カ
ン
を
小
さ
く

し
た
姿
で
す
が
、
年
数
を
重
ね
る

と
五
ｍ
以
上
に
な
る
木
も
あ
り
ま

す
。
 

　
収
穫
期
は
十
一
月
〜
十
二
月
頃

で
、
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
の
中
間
色

の
小
さ
な
可
愛
い
実
を
つ
け
ま
す
。
 

　
成
分
で
す
が
、
発
ガ
ン
抑
制
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
ノ
ビ
レ
チ

ン
」
を
ど
の
ミ
カ
ン
科
の
果
実
よ

り
も
多
く
含
み
、
香
り
も
強
く
、

近
年
そ
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
ひ
な
祭
り
の
飾
り
に
「
 

右
近
の
橘
」
が
あ
る
よ
う
に
昔
か

ら
神
事
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
事

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
戸
田
地
区
で
は
「
沼

津
市
戸
田
中
核
農
業
者
協
議
会
」

を
中
心
と
し
て
普
及
に
向
け
た
取

組
み
を
し
て
お
り
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
特
産
品
と
し
て
食
料
品

か
ら
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
ま
で
に

そ
の
活
用
の
可
能
性
を
広
げ
、
橘

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
「
不
老
長
寿
の
橘
」
「
 

不
老
長
寿
の
里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
全
国
に
橘
の
名
を
発
信

し
、
活
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
 

　
十
月
一
日
、
原
支
所
合
同
役
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
の

役
員
改
選
後
の
新
体
制
に
よ
る
は

じ
め
て
の
開
催
と
な
る
た
め
、
事

務
局
か
ら
、
商
工
会
が
取
組
ん
で

い
る
事
業
の
概
況
や
本
会
組
織
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
特
に
、
合
併
後
五
年
の
本
年
度

は
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

て
運
営
の
効
率
化
と
事
業
効
果
を

高
め
、
成
果
が
実
感
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

新
執
行
体
制
の
も
と
、
部
会
、
支

部
等
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
こ

と
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
会
員
の
経
営
安
定
と

会
の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
十

月
か
ら
開
始
す
る
「
組
織
財
政
基

盤
強
化
推
進
月
間
」
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
役
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
月
間
の
一
環
と
し
て
加

入
促
進
に
取
組
む
共
済
制
度
に
つ

い
て
、
県
商
工
会
連
合
会
の
栗
田

会
員
福
利
課
長
を
迎
え
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
栗
田
課
長
は
、
特

に
、
貯
蓄
共
済
・
福
祉
共
済
の
二

つ
の
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本

か
ら
特
徴
、
加
入
実
態
ま
で
わ
か

り
易
く
説
明
し
、
会
員
の
み
加
入

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
制
度
で

あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
議
事
終
了
後
に
は
、
「
お
茶
資

源
活
用
部
会
」
が
取
組
ん
で
い
る

お
茶
の
葉
料
理
の
試
作
品
「
茶
葉

入
り
餃
子
」
の
試
食
も
行
わ
れ
、

今
後
の
取
組
み
に
期
待
が
高
ま
り

ま
し
た
。
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11、12、1月は各種共済制度の加入増強月間です。 
各支部、部会で会員による加入推進組織を設け、事務局と
連携して取り組みます。皆さまのご協力をお願いします。 

『貯蓄共済』『福祉共済』加入増強月間 

　
八
月
二
十
日
〜
九
月
十
四
日
ま

で
の
二
十
日
間
、
東
京
・
東
大
和

市
の
中
小
企
業
大
学
校
で
開
催
さ

れ
た
「
財
務
・
税
務
入
門
」
を
受

講
し
ま
し
た
。
研
修
に
は
関
東
地

区
を
中
心
に
全
国
の
商
工
会
・
商

工
会
議
所
か
ら
、
経
営
指
導
員
や

候
補
者
六
十
七
名
が
集
ま
り
、
受

講
生
の
多
く
が
大
学
校
に
併
設
さ

れ
た
寮
で
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
内
容
は
、
前
半
は
所
得

税
や
消
費
税
の
仕
組
み
と
い
っ
た

税
務
に
関
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
、

後
半
は
企
業
の
財
務
分
析
や
経
営

管
理
の
進
め
方
に
つ
い
て
基
礎
的

な
学
習
を
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
グ

ル
ー
プ
単
位
で
課
題
を
解
決
し
た

り
、
議
論
を
重
ね
る
学
習
が
多
く

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
を
き
っ
か

け
に
他
の
商
工
会
や
会
議
所
方
々

と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
講

義
の
内
容
以
外
に
も
商
工
会
の
運

営
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
多

く
の
情
報
交
換
行
い
、
新
し
い
刺

激
を
貰
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
四
週
間
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
　
（
戸
田
支
所
　
加
藤
　
直
人
） 

 

 

本商工会で商標登録取得 
 

TOPIX
〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

11月の行事予定 

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

11月15日 新規職員採用試験 
原支所 
10月28日 第４回ふるさと産業祭 
11月10日・11日   
　　　　原地区コミュニティ文化祭 
戸田支所 
11月  4日 戸田さんさんまつり 
 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

見学者見学者に帯笑園庭内帯笑園庭内を案内を案内する 植松氏植松氏（右端右端） 見学者に帯笑園庭内を案内する 植松氏（右端） 

植
松
家
十
三
世 

　
　
　
　
植
松
靖
博 

　
六
月
に
帯
笑
園
が
国
の
文
化
財

登
録
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
帯

笑
園
を
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

帯
笑
園
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介

致
し
ま
す
。
　
 

　
植
松
家
は
江
戸
時
代
の
初
め
天

承
十
二
年
（
一
五
八
二
年
）
に
原

に
居
を
定
め
ま
し
た
。
代
々
開
墾

植
林
に
つ
と
め
、
花
卉
類
に
興
味

を
持
ち
蒐
集
に
努
め
ま
し
た
。
 

　
江
戸
中
期
、
六
世
蘭
渓
の
代
に

は
文
芸
交
流
の
場
と
し
て
、
大
名

諸
侯
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
園

内
に
は
盆
栽
、
桜
草
、
松
葉
蘭
な

ど
が
栽
培
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
江

戸
参
府
紀
行
」
に
も
記
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

　
現
在
の
広
さ
は
往
時
の
半
分
以

下
に
な
り
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
の

碑
や
蓮
鉢
、
臨
春
亭
な
ど
と
共
に

芳
名
録
そ
し
て
園
の
記
録
や
日
誌

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
資
料
な
ど
を
こ
の
場

所
で
残
し
た
い
と
案
じ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
五
年
に
植

松
善
夫
先
生
、
前
市
会
議
員
の
大

場
豊
重
さ
ん
な
ど
が
帯
笑
園
保
存

会
を
立
ち
上
げ
、
保
存
運
動
を
展

開
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
二
十
一
年
に
は
沼
津

市
が
帯
笑
園
を
維
持
保
存
し
て
く

だ
さ
る
事
に
な
り
、
現
在
移
行
の

た
め
の
諸
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
、
二
年
後
に
は
公

開
と
な
る
予
定
で
す
。
 

　
登
録
記
念
物
へ
の
指
定
は
庭
園

に
関
す
る
記
録
や
資
料
及
び
庭
園

の
付
属
物
が
そ
ろ
っ
て
残
っ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
ま

た
園
芸
史
の
上
で
も
貴
重
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
た
び
の
文
化
財
登

録
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
の

財
産
と
し
て
、
末
永
く
大
切
に
し

て
戴
き
、
又
資
料
等
が
お
役
に
立

て
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
 

帯
笑
園
に
つ
い
て 
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機
構
研
修
を
終
え
て
 

　
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で
、
商

工
会
は
「
組
織
財
政
基
盤
強
化
推

進
月
間
」
と
し
て
、
会
員
の
経
営

安
定
と
商
工
会
の
基
盤
強
化
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
①
会
員
・
組
織
の
増
強
、
②
経

営
支
援
の
強
化
、
③
会
員
福
利
厚

生
（
各
種
共
済
、
労
保
）
の
充
実
、

④
商
工
会
の
自
己
財
源
比
率
の
向

上
、
の
四
つ
強
化
策
を
推
進
し
ま

す
。
 

　
期
間
中
、
役
職
員
が
事
業
所
に

伺
う
予
定
で
す
。
経
営
等
で
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

「
基
盤
強
化
推
進
月
間
」
 

　
　
　
　
　
取
組
中
で
す
 

　
先
月
、
原
支
所
青
年
部
が
、
地

元
の
お
祭
り
で
行
う
射
的
屋
台
の

景
品
の
公
募
を
し
た
と
こ
ろ
、
左

記
の
皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
 

　
　
　
原
町
中
三
丁
目
店
三
河
屋
 

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
こ
の
店
 

・
松
新
 

・
ポ
ン
菓
子
ポ
ン
吉
 

原
支
所
青
年
部
よ
り
 

お
も
ち
ゃ
の
提
供
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
 

医療保障が必要だから→貯蓄共済を更新（健康状態に関係なく更新可能） 

貯蓄共済の医療保障特約が中途加入できます。 

何故？→医療共済は貯蓄共済の加入者のみが継続できます 
①入院給付金や無事故給付金を受け取っている方（もうすぐ受取れる方）は医療の保障を継続する傾向が高いです 
②年齢が上がるにつれ、体況にも変化が起きやすいので医療を継続する傾向が高いです 

医療の既契約があることにより、貯共の満期更新がしやすくなります。 

▼ 

リビング・ニーズ特約 リビング・ニーズ特約 リビング・ニーズ特約 
生きているうちに保険金を受け取ることができます！ 

被共済者の余命が6ヶ月以内と判断された場合、被共済者が 
生きているうちに保険金を受け取ることができます。 

 

. . . .

貯蓄共済（10年満期） 

▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） ▲（無事故給付金） 

医療（10年満期） 医療（10年満期） 医療（最長90歳まで） 

貯蓄共済（10年満期） 貯蓄共済（10年満期） 更新 

自動 
  更新 

自動 
  更新 

更新 

満期 満期 

医療を中途加入 ▲ 


